
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１7年４月１３日発行 会報第８７８号 

     今週のプログラム 
（２０１７年４月１３日 第８７８回例会） 
 
    「 わが家の常識 」 
 
     渡邊 了充 会員 
 

 
 

    次週のプログラム 
（２０１７年４月２２日 第８７９回例会） 
 
    移動例会（お花見例会）   
 
     藤田芳浩親睦委員長 
 

 

 ＜会長の時間＞                黒川彰夫会長                       
 

岸上会員、松田会員、藤田会員、ラオスから無事帰還、お疲れ様でした。ルアンパバーンは如何

でしたでしょうか。近いうちに「ラオス報告会」を催したいと考えています。 

さて、今月は「母子の健康月間」です。これは、2014年 10月の RI理事会で、「４月を 5歳未満

の幼児の罹患率と死亡率の削減、妊婦の罹患率と死亡率の削減を目標として、より多くの母子に対

する基本的な医療サービスの提供、保健従事者を対象とした研修、母子の健康に関連した仕事を目

指す専門職業人の奨学金の支援をする月間」ときまったのです。 

松本進也ガバナーは「母子の健康月間に寄せて」と題してガバナー月信に興味ある論文を寄稿さ

れています。それによりますと「世界では疾病、栄養失調、医療の不備、不適切な衛生設備が原因

で、毎年５歳未満の子ども 630万人が亡くなっています。これらの予防策としては ① 予防ワクチ

ンや抗生物質を提供。 ② 抗レトロウイルス薬や粉ミルクでの育児を奨励することで、母から子へ

の HIV感染を予防。 ③ 母乳の奨励など栄養摂取の大切さの呼びかけ。 ④ 汚染水による下痢性疾

患に対して水と衛生の改善などが挙げられます。」と述べておられます。 

さらに、日本に目を転じて「日本は上記のような原因による直接的な生命の危険はありませんが、子

どもの貧困とひとり親家庭の問題があります。厚生労働省の調査によると平成 24年の統計で約６人に

１人が貧困状態にあります。（中略）根本的な解決は女性の就労条件の改善ではないでしょうか。出産

を機に離職した女性の再就職の困難さ、また非正規雇用者の増加は女性に限らず社会問題にも発展し

ています。ひとり親は子育てと就業の両立もままならず、困窮状態に陥るケースが増加しております。

このような家庭の状況に左右されることなく、多くの子どもが安定した経済基盤の下に暮らし、将来

に希望や夢が持てるようにする為に、社会全体でひとり親家庭並びに子どもの健やかな成長を支える

仕組み作りが急務と考えます。」と述べておられます。まさに、同感であります。 

 

 

第８７７回例会 （２０１７年４月６日）の記録 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜お客様＞    
            ・米山奨学生 鄭珉贊（ジョン ミンチャン）君                 
        

＜出席報告＞      松田親男出席担当 
   
会員数（内出席免除会員 3名）    23 名 
本日の出席者数（内免除会員 1名）  16 名   
本日の出席率             76.19 ％   
前々回（3月 16日）の修正出席率  90.48％ 
 
  

 ＜国歌＞        全会員 
♪君が代♪ 
＜ロータリーソング＞   全会員 
♪奉仕の理想♪       
 
＜ピアノ演奏＞     近藤美里さん 
 1 さくら 
 2 桜 
 3 桜坂 

 
 
 ＜幹事報告＞                             木下健治幹事            

 
１ 米山記念館 館報及び春季例会のご案内等を回覧致します。 
２ 「第 18回ロータリー国際囲碁大会」のご案内を回覧致します。 
３ 本日、第４四半期会費請求書を皆様のメールボックスに配布致しましたので、期日（5月 2日）
内のご納入をよろしくお願い致します。 

４ 本日、阪急・阪神第一ホテルグループより期間限定のクーポン券の配布がありましたので、皆様

のメールボックスをご確認ください。 
５ 本日例会終了後、おしどりの間に於きまして理事会及び 20周年委員会を開催いたします。理事・
役員・担当者の皆様はご出席ください。 

６ 平成 17年 RI100周年記念事業として、吹田 5RC合同で片山ポケットパークに桜を植樹したの
ですが、先日、吹田市の防災工事でこの桜を誤って切ってしまい、吹田市の土木部・水道部の方が

謝りに来られました。 
 
＜委員会報告 親睦委員会＞                        藤田芳浩委員長            

 4 月 22日のお花見例会については、各種の注意点がありますので、クラブの回覧板にメールし
ておきます。ご覧ください。 

 
＜表彰等＞   今月のお誕生日   該当者無し 
        表彰等 無し 
 
 
 
 
 



                 ＜卓  話＞                   柳原健治 会員 
  「勧進帳するとは」 
 「勧進帳する」という言葉があります。この意味について考えていきたいと思います。その前に「勧進」とい

う言葉の意味でありますが、これは、寺社・仏像などの建立のために寄付を集める事であります。そして、勧進

帳とは、これらの寄付をした人々を書き込んだ、帳簿のようなものを言います。 
しかしながら、勧進帳といえば、歌舞伎の演目として、今では非常に有名なものとなっています。ただし、こ

の歌舞伎の勧進帳という演目は、本来は、能の「安宅」をその起源としています。おおよその内容は、源頼朝と

不仲になってしまった義経一行が、安宅の関に差し掛かった際に、関守の富樫から疑いを受けますが、弁慶の咄

嗟の行動によりこの危機を乗り越えるといったものであります。能の世界では戦国乱世であったため、この際の

「武勇」といった点にスポットを当てていますが、歌舞伎の世界では、天下泰平の江戸時代をバックにしていた

ため、「人間の情愛」に重きを置いた内容となっています。 
具体的に、歌舞伎の世界をご紹介いたしましょう。富樫に対して弁慶は、我々は義経一行ではなく、諸国に勧

進して回る山伏の一行であると答えますが、富樫から、それなら勧進帳を持っているだろう、それを読み上げて

みろと迫られます。これに対して弁慶は、何も書いていない巻物一巻を取り出し、そこにさも、立派な文章が書

きこまれているかのように朗々・堂々と勧進帳を読み上げます。そして最後に不動の見得を行います。これによ

って義経一行は、危機を脱する事が出来たのでした。 
ちなみに、この勧進帳読み上げの中で、聖武天皇が最愛の光明皇后を失われたために、その悲しみを取り払う

ために大仏の建立を行われたとあります。しかし、これは史実に反します。史実は光明皇后の方が聖武天皇より、

五年も長く生きておられたそうであります。では、なぜ聖武天皇は早くお亡くなりになられたのか、という点で

ありますが、これは次の様に考えられなくはないと思います。それは、その当時金銅で作った大仏をメッキする

にあたり、約 50トンの水銀を用意しここに約 10 トンの金を溶かし（金と水銀のアマルガムの作成）、この物質
を金銅の上に塗って、その後裏側から数百度の高温で炙る事によって、水銀を蒸発させ金を蒸着させる方法を取

ったそうであります。しかしこの様な方法は、甚大な水銀中毒を奈良盆地にまき散らし、数多く人々の命を奪っ

たと考えられます。大仏建立は、日本の公害第一号といっても過言ではないと思います。 
話は、現代に変わりますが、赤塚不二夫さんとタモリさんという二人の高名な方がいます。赤塚さんは漫画家

として非常に有名な方であり、タモリさんはコメディアンとして大層成功されています。そして、この二人は、

非常に厚い信頼関係で結ばれていたそうであります。特に、年上であった赤塚さんは、無名であったタモリさん

を芸能界にデビューさせるために、各種の援助をされたそうであります。また、タモリさんもこの恩を忘れず、

終始赤塚さんには多大の恩義を感じていたそうであります。 
赤塚さんがお亡くなりになったときに、弔辞の読み上げはタモリさんに決まりました。大勢の参列者を背後に

して、タモリさんは弔辞が書かれた（とみんなが思った）紙片を手に、8 分にも及ぶ弔辞を、声涙倶に下るとい
った様子で読み上げたのであります。これを見て、出席者はその弔辞の読み上げ態度と、タモリさんその人の温

かい心情に賞賛の嵐を捧げました。 
しかし、どうやらこの弔辞の読み上げは、「勧進帳」であったと後日報道されたのでした。それは、前日にお

酒を飲みすぎたタモリさんは、弔辞を用意する暇もなく、気が付けばその場にいたそうであります。そして、手

に白紙を持って、若干の構想は出来ていた弔辞文章を、さもそこに書かれてあるかのように読み上げたのでした。 
 従いまして、勧進帳するとは、何も書いていない紙片を手にして、そこにあたかも文章が書いてあるかのよう

に読み上げる行為を言うと思います。 
 長い人生においては、「勧進帳をする」事も、まま必要なのではないでしょうか。 
 
 



 

<ＳＡＡ報告> 木下吉宏SAA補助
＊スマイルボックス

黒川会長 岸上さん松田さん藤田さんお疲れ様でした。
藤田会員 今日の大阪は、20℃越えでした。
西本明文会員 新年度、フレッシュマンの人々多く見られます。
水本会員 皆様お久しぶりです。
コメント無 相原会員・山下会員

＊ロータリー財団
黒川会長 本格的な春ですね。!
藤田会員 4月22日花見例会皆様よろしくお願いします。
高尾会員 柳原会員、卓話よろしく!
コメント無 山下会員

＊米山記念奨学会
黒川会長 ジョン君ようこそ。!!
松田会員 無事帰国しました。第4次支援隊は誰が？
藤田会員 ジョン君今日も宜しく。
山本雅之会員 桜がきれいです。
柳原会員 また、調査があります。
西本明文会員 ラオスからの帰国、ご苦労様でした。
コメント無 山下会員・高尾会員

＊ラオス基金
黒川会長 ﾗｵｽのお話を楽しみにしています。!
柳原会員 今日は（うっとしい）楽しい卓話です。
松田会員 約45度のラオ酒で、胃腸を消毒していたのも勝因です。
藤田会員 岸上様・松田様大変お世話になりました。
村田会員 ラオスはいかがでした。おかえりなさい！お土産話とても楽しみです。
山本友亮会員 ラオストリオの皆様、大変お疲れ様でした。
コメント無 山下会員

＊メイプル基金
黒川会長 ラオスは何かプラスになりましたか？
藤田会員 柳原様卓話楽しみです。!!
西本明文会員 桜満開に近くなりました。
柳原会員 ラオス訪問の皆様ごくろうさまです。
水島会員 柳原会員、卓話よろしくお願いします。
松田会員 あのトイレでしたくない、という強い思いが勝因です。
山本友亮会員 久々の柳原劇場楽しみで～す！
コメント無 相原会員・村田会員・高尾会員・山下会員

 

 
 
 

＜編集後記・追加情報・ チョット一言・ライブラリー・etc＞ 
 
 ラオス訪問の皆様、ごろうさまです。 
 早く、お土産話が聞きたいものです、楽しみにしています。！ 
 
 
 

（文責 柳原健治） 


